
















タを用いてミクロアグリゲーションの有効性を検証した｡ 最初に, 本稿は, 個別
データに含まれる属性群を量的属性と質的属性に類別し, 質的属性においては
｢超高次元クロス集計表｣ をもとに, 対象となるすべての質的属性について同一
の属性値を有するレコード群 (｢同質属性値レコード群｣) の編成を行い, 量的属
性については, 同質属性値レコード群内の属性値を平均値で置き換えることによっ
て, ミクロアグリゲーション済のデータ (｢ミクロアグリゲートデータ｣) が作成










ている｡ これまでの旧統計法においては, 政府統計ミクロデータの提供は, ｢統計目的外使用｣
という限定された形で行われてきたことから), ミクロデータの利用は一部の研究者に限られ
――
) 旧統計法 (統計法 (昭和年法律第号)) の第条では, ｢統計上の目的｣ がつぎのように明記
されている｡
｢第条 何人も, 指定統計を作成するために集められた調査票を, 統計上の目的以外に使用して
てきた｡ 新統計法では, 匿名データとしての作成・提供に関する条項が明記されており), こ
れまで以上に, 政府統計ミクロデータの利用の促進がはかられることから, わが国においても





れていることが知られている)｡ 例えば, アメリカでは, 年に成立した現行の合衆国法典
(	
	) の第編第条に基づき, 特定の事業所や個人に関する個体情報を識別す
ることが可能なデータの提供が禁じられている (石田 (頁)森 (, ～頁),
())｡ また, 年には, 秘密情報保護・統計効率化法 (	
 	!"!#!	!$!) が制定され, 統計目的のた
めに個人や企業から収集された秘密情報の保護が明記されている (森 (～頁),








ここで, ｢統計上の目的｣ とは, ｢第条第項 (総務大臣による ｢指定統計調査の承認および実施｣)
で承認を受けた調査により当該指定統計を作成するという目的｣ (坂本 (頁)) であるから,
第条の第項は, ｢統計調査の企画の際に計画した集計表｣ を作成する以外には, 調査票を使用す
ることはできないことを意味している｡ そのために, 第条第項において, ｢統計法第条で規定
されている秘密の保護｣ が担保され, ｢調査票の使用が公益性を有する｣ という条件のもとで, 総務大
臣が承認した場合に限り, 統計目的外使用が認められているが, ｢公益性を有する｣ 研究とは, ｢原則
として政府からの委託研究であることや, 少なくとも科学研究費補助金を受けているなど公に公益性
があると認められている研究｣ を示唆している (松井 (, 頁))｡ よって, ミクロデータの提供
は, ｢指定統計調査を実施する府省が研究等の目的のために, 学者, 研究者などに依頼する｣ 場合のみ
に事実上限定されていた (井出 (頁))｡
) 新統計法 (統計法 (平成年法律第号)) では, 政府統計の二次利用に関する規定として, オー
ダーメイド集計に関する条項 (第条)および匿名データの作成・提供に関する条項 (第条, 第
条) が条文化されている｡ 新統計法は, 匿名データを ｢一般の利用に供することを目的として調査票
情報を特定の個人又は法人その他の団体の識別ができないように加工したもの｣ (新統計法第条第
項)と規定しており, ｢調査票情報｣ についても ｢統計調査によって集められた情報のうち, 文書,
図画又は電磁的記録によって記録されているもの｣ と明記している｡ なお, 新統計法の特徴について
は, 例えば森 (*) を参照されたい｡
) 欧米諸国におけるミクロデータの提供状況および個体情報の保護に関する法的制度的措置の詳細に























別子 (名前, 住所等)の削除, ③詳細な地域情報の制限, ④属性群における分類区分数の限定
というつの方法を指摘している｡ さらに, 個体が特定される危険が高い属性 (例えば所得等)




タ・スワッピングあるいはランク・スワッピング (スイッチング (	() とも呼ぶ), ⑤








ところで, 近年, ヨーロッパ諸国を中心に, 政府統計ミクロデータに対する匿名化技法とし
匿名化技法としてのミクロアグリゲーションについて
―+,,―































れば, 人口・社会統計と経済統計のいずれのミクロデータについても, 匿名化措置として, データ項
目の削除, 分類区分の再符号化, 標本抽出と並んでミクロアグリゲーションが用いられていることが
明らかにされている｡ また, $
(+) では, アメリカ, カナダ, ドイツ, オランダ等の+
カ国の統計機関を対象に, 人口センサス, 人口・社会統計, 経済統計のミクロデータに関する秘匿措



























) のミクロデータ ( ) に対






















般公開型ファイル (+-#.) の作成を試みている (+
()))｡






本稿では, つぎのつの研究課題を扱うことにする｡ 第に, ミクロアグリゲーションにお
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一般に, 統計調査の個別データは, 複数の調査項目 (属性)と調査項目の回答値 (属性値)か
ら成り立っている｡ ミクロアグリゲーションとは, ミクロデータ (個別データ) を個 (は
閾値 (	)) のレコードを有する同質的なレコード群にグループ化した上で, そのレコー
ドにおける個々の属性値を平均値等の代表値に置き換えることである (
	
())｡ 例えば, 属性群として性別, 雇用形態と年間収入のみを持つ個
















( )) と, 探索的な (!) 方法でグループ内のレコード数を定める場合 (

	()) とでは, ミクロアグリゲーションの適用の仕方が大
























のレコードが有するそれぞれの量的属性値を平均値等の代表値に変換する｡ 図 では, 雇用者
数, 総売上高と店舗の数のつの属性を含むレコード群を想定している｡ 最初に, 雇用者数に







行うことが考えられる｡ これについては, 主に つの方法が存在するが, そのつが第主成
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図では, 基準となるレコード数をに設定した場合に, 雇用者数, 総売上高, 店舗の数の




各レコードにおける属性値群を標準化し, 標準化された値の総計値 (スコア総計値) に基づ





る特徴を有している｡ 単一軸法, 第主成分法, およびスコア総計法においては, ある単
一の属性あるいは統計指標をソートキーとしてレコード群のソートが行われる｡ それに対して
個別ランキング法は, 量的属性のおのおのについて個別にソートとグループ化を行う方法であ
る｡ 図は, 図と同様に, 雇用者数, 総売上高と店舗の数を例に, 個別ランキング法の概要
を示したものである｡ 最初に雇用者数をソートキーにしてレコード群をソートし, つぎに基準
となるレコード数にしたがってレコードがグループ化され, レコードが有する属性値が平均値





































































き, 個の変数 (は連続変数) をそなえた
個のデータベクトルからなるミクロデータセッ






































図 探索的な (	) 閾値の設定によるレコードのグループ化のイメージ



























































とは, それぞれつの分類項目に区分されているとする｡ 図では, (, )…(, ),
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では, 属性群として性別 (男, 女), 雇用形態 (正規の職員・従業員, パート, 
アルバイト, 派遣・契約社員), および週間就業時間 (時間未満, ～時間, 
時間～時間, 時間以上)のつの質的属性, および量的属性として年間収入を有す
る個別データが想定されている｡ このとき, 性別, 雇用形態と週間就業時間の質的属性値にし






































ド数はであるが, それは, 性別, 雇用形態と週間就業時間に関するクロス集計表において,
属性値が男, 正規の職員・従業員で週間就業時間が時間以上に該当するセルの度数と合
致する｡ さらに, このクロス集計表を集計事項の分類項目の組合せとして表示すると, 組合せ
のそれぞれに対して総数 () と年間収入の総計が対応することがわかる｡ クロス集計表にお
いて質的属性値が男, 正規の職員・従業員で時間以上である場合, 同質属性値レコード群
のなかで, 性別, 雇用形態, 週間就業時間という属性値を有するレコードがそれに該当
するだけでなく, 分類項目の組合せの総数および年間収入の総計万円という集計値がレ
コードに付与されている｡ さらに, 年間収入の合計を組合せ総数で割ることによって, 性別,
雇用形態と週間就業時間という分類項目の組合せとそれに対応する年間収入の平均値
万円が導き出される｡ これらの数値群は, 質的属性における分類項目の組, および量的属性に
関する平均値から構成されており, それは集計値として位置付けられる｡ しかし, この数値群
を質的属性値群と量的属性値を含むレコードとして擬制的に捉えることも可能なように思われ







成される	次元の多重クロス集計表を ｢超高次元クロス集計表｣ と呼ぶことにする｡ 図
で
示されるように, 超高次元クロス集計表では, あらゆる属性群の組合せが集計事項として設定










例えば, 松田 (, ～頁)は, ｢できるだけ詳細な次元の多重 (元) 集計表｣ に基づ
いた ｢多重分類集計表｣ の作成と保管, さらには多重分類集計表から編成される ｢セミ・マク
ロ・データ｣ による利用可能性を議論している｡ また, 寺崎 () は, 集計表をリスト形式
で捉え直すことによって, 集計表の新たな利用のあり方を提唱している｡
一方, 総理府統計局 (現 独立行政法人統計センター)では, 集計結果表の作成のために, 一
時期, セルレコード方式 (タリー (	
) 方式) と呼ばれる集計方法によって製表業務が行わ
れていたことが知られている｡ セルレコード方式とは, ｢統計表のイメージをコンピュータの
内部メモリーに展開せずに, 各セルごとにサマリーを作成する｣ 方式 (安野 (, 頁)) で
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) 当時の総理府統計局では, コンピュータの容量の制約に対して, 業務の生産性の向上を目指して,
機能別集計システムからセルレコード方式の集計システムが開発されている｡ 例えば, 安野 (,


























ゲートデータの作成の概略図を示したものである｡ 属性群として性別, 雇用形態, 週間就業時
間, および年間収入を有する個別データが想定されている｡ 図では, 閾値がに設定されて
いる｡ それは, 超高次元クロス集計表の集計事項となる属性群から, 属性の組合せを選び出す
ことによって, 度数またはのセルが存在しないように集計表を新たに作成することを意味
する｡ 最初に, 図においては性別, 雇用形態と週間就業時間の質的属性に関する同質属性値
レコード群が設定されている｡ 同質属性値レコード群のおのおのについて, 世帯総数と年間収
入の合計が算出されている｡ 次に, 閾値がに設定されていることから, 同質属性値レコード
群内にレコード数またはが存在しないように, 質的属性として性別と週間就業時間のみが
選択される｡ それによって, 図では, 各同質属性値レコード群内における世帯総数が以上
になっていることがわかる｡ さらに, 同質属性値レコード群における年間収入の総計をその世































































 ) によれば, 集計表に含まれるセルのなかの度数がまたはである場合, そのセルは, 個
体情報を特定するリスクの高いセンシティブな (!) 度数であるとみなされる｡ そのた
めに, 集計表に度数またはとなるセルが存在する場合には, 集計表における秘匿の観点か
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) 図は, 量的属性と質的属性が個別データに設定されている場合のミクロアグリゲーションの模式
図を表したものに過ぎない｡ 図では, 量的属性が年間収入のみとなっており, 複数の量的属性がレ
コードに設定されている場合には, 単一軸法, 個別ランキング法等の量的属性に関するアグリゲーショ












価される｡ そこで, 秘匿処理済データの原データに対する情報量損失 ()
(
( )) が考案されてきた｡ 情報量
損失は, 秘匿処理済データが原データと比べてどの程度情報を失っているかを算出した指標で
ある｡   !によれば, ミクロデータの有用性の基準に関しては, 秘匿処理済デー
タが ｢分析上有効であること ("	"#
) ｣ , および ｢分析上興味深いこと
("	")｣ が考えられている (

())｡ ｢分析上有効である｣ とは, 原データと秘匿処理済データにおいて, ①レコー
ドに含まれる属性群に関する平均と共分散, ②集計表に関する周辺分布, ③少なくともつ





















に, わが国の政府統計の個別データを用いた開示リスクの計測については, 例えば, %!(













で, ミクロアグリゲーションの適用可能性を追究している｡ そのために, 本研究は, つぎの
つの研究から成っている｡ 第の研究では, 超高次元クロス集計に基づいて, 質的属性の組合
せパターンを検討する (以下 ｢研究｣)｡ 第の研究では, 量的属性を対象にミクロアグリゲー
ションを行うことによって, 『全消』 のミクロアグリゲートデータの作成を試み, ミクロアグ
リゲーションの有効性の検証を行う (以下 ｢研究｣)｡
本研究では, 『平成年全国消費実態調査 (以下, 『全消』 と略称)』 の原データを用いて,
ミクロアグリゲーションの有効性を検討する｡ 本研究で使用する 『全消』 の原データは, 二人
以上の世帯に関する約レコードを有しているが), 消費支出などの約の量的属性
群が含まれることから, それは主に量的属性のミクロアグリゲーションに関する有効性の検証




研究では, ミクロアグリゲートデータを作成するための第段階として, 『全消』 の原デー
伊 藤 伸 介
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) 本研究では, 『全消』 の原データの中で単身世帯のレコード (標本数は約) を分析の対象から除
いている｡
タを用いた質的属性のミクロアグリゲーションを行った｡ 本研究では, ①世帯人員区分, ②
就業人員区分, ③住居の建て方, ④住居の所有関係, ⑤世帯主の性別, ⑥世帯主の就業・非
就業の別, ⑦企業規模, ⑧職業符号のつの質的属性を分析の対象として選んでいる｡





トデータ上に設定可能な質的属性群を選別することが可能になる｡ 例えば, 図は, 性別お
よび就業・非就業の別というつの質的属性を対象に組合せリストの作成手順を示したもので,
つぎのつの手順からなっている｡







研究の結果から, 『全消』 の原データを使用した場合, 同質属性値レコード群内における
レコード数がまたはでない質的属性の組合せが, 全パターン中パターン (全体の
％) であることがわかる｡ また, 質的属性の組合せの数は, 最大でになることが明らか




研究では, 『全消』 の原データを用いて, 量的属性のミクロアグリゲーションを行う｡ 本
研究では, 研究で作成した質的属性の組合せリストのなかから, 質的属性群として性別区
分, 就業・非就業	区分, および企業規模区分を選択した上で編成したデータ (以下, ｢質
的属性選択済データ｣ と呼称)について, 同質属性値レコード群のなかでレコードずつグルー
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図 質的属性の組合せリスト作成の概略図






均値に置き換える方法である (以下, ｢ソートなし｣ と呼称)｡ 図は, 質的属性として性別,
就業・非就業の別と企業規模, 量的属性として年間収入と消費支出をそれぞれ有する原データ
に対して, ソートなしによるミクロアグリゲーションを適用した例である｡ 図では, 最初
に, 同質属性値レコード群内でレコードずつグループ化を行い, つぎに, 年間収入と消費支
出について平均値に置き換えることによって, ミクロアグリゲートデータが作成されている





を作成する方法である (以下, ｢個別ランキング法｣ と呼称)｡ ソートなしと同様のデータを用
いて行った個別ランキング法によるミクロアグリゲーションの手順は, つぎのとおりである
(図)｡ 最初に, 原データについて, 年間収入をキーとして昇順で並べ替えた上で, 同質属
性値レコード群内をレコードずつグループ化し, グループ内のレコードに含まれる年間収入








意されたい｡ なお, 伊藤・磯部・秋山 () では, 『全消』 の個別データによるミクロアグリゲーショ
ンにおいて母集団復元乗率を適用した場合の研究成果が示されている｡
) 『全消』 の個別データにおいては, 年間収入や消費支出といった総計値を表す量的属性は, その内訳
を表す属性群の合計に一致するように設定されている (｢加法性｣)｡ このような加法性は, ソートなし






最初に, 表は, 『全消』 の原データとソートなしあるいは個別ランキング法によって作成
したミクロアグリゲートデータについて, つの量的属性 (年間収入, 消費支出, 貯蓄現在高,
負債現在高, 年齢)の平均値を比較したものである｡ 当然ではあるが, ミクロアグリゲートデー







タの平均値については, ソートなしと個別ランキング法のいずれも 『全消』 の原データの値に
等しくなっている｡






布は 『全消』 の原データのそれと非常に似ていることがわかる｡ さらに 『全消』 の原データか
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○原データ   
 	 	
①ソートなし   
 	 	
②個別ランキング法   
 	 	











○原データ 	  
	 
 
①ソートなし  	 
  





















































































含まれるセルの度数は, 同質属性値レコード群内のレコード数と対応関係にある｡ ゆえに, 超
高次元クロス集計表をもとに, 集計表のセルの閾値をに設定した上でさらに集計を行った
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表 原データ, ソートなし, 個別ランキング法における量的属性間の相関係数行列
原データ























































































ことによって, ミクロアグリゲートデータを作成した｡ また, 量的属性のおのおのに対して個
別にソートを行う個別ランキング法を中心に, 量的属性のミクロアグリゲーションを行った｡
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